
令和６年度 自己評価報告書（日高さくらの木） 

 

 標記について、次のとおり取りまとめましたので報告いたします。 

 なお、自己評価の結果をもとにして園の強み弱みを分析しながら改善を行い、保育の質の向上に努めて参

ります。 

  

 

１【Ⅰ．教育内容】教育環境の構成 

興味や関心を持ち、能力に応じて全身を使って活動することが出来る環境を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２【Ⅰ．教育内容】幼児のみとりと理解 

・幼児の話をよく聞いたり、言葉にならない思いやサインを受け止め、自分の一方的な感じ方や考え方で決

めつけないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上記取組の成果】 

 

【上記取組の今後の課題】 

 



３【Ⅱ．組織運営】 情報発信 

・園の教育の特色や具体的な活動内容などを、保護者や地域に対して積極的に情報発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４【 Ⅴ．安全・衛生管理 】安全への配慮 

・危険が予測される場合は幼児たちと一緒に見たり、考えたりなどして安全な使い方や遊び方について気

づくことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５【Ⅵ．保護者との連携】 協力と支援 

・行事や自由参観などを開き、子どもについて、保育について、家庭でのあり方について、共通理解を得る

ように取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６【安全安心な給食提供／栄養士・調理員】 衛生的な作業と記録 

調理では、衛生的に行われていることを点検票により確認し、また記録して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７【安全安心な給食提供／栄養士・調理員】 

 協働に向けた取り組みについて 

調理では、同僚同士声を掛け合ったりして手順よく作業を行い、また、道具等を良く整理して怪我や事故

防止に努めたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


